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授業概要  

心理学で用いられている統計手法について､基礎的な内容を講義する｡心理学では研究対象である｢人の心やその

作用として表れる人の行動･態度･感情など｣を､心理尺度をはじめとする何らかの測定基準に基づき測定する。そし

て､集めたデータをその性質に応じてさまざまな統計的手法を用いて分析し､何らかの知見を生み出していく。測定

と分析を行うためには統計的手法を理解する必要がある。その基礎的な統計手法の講義を行う。 

この授業では多種多様な統計的手法のうち､最も基本的な事柄を講義するが､心理学科の学生にとっては｢心理学

実験｣等の授業において､この授業で講義する内容を利用して報告書を作成する必要があるため､基本的な事項はこ

の授業でしっかりと習得してほしい。 

授業計画  

 
第 1 回 ガイダンス（授業の進め方・成績評価、など）／心理学に統計が必要な理由について 

第 2 回 心理学における「測定」の意味（変数・尺度水準について） 

第 3 回 記述統計１）データの整理方法（図・表の種類について） 

第 4 回 記述統計２）要約統計量（代表値と散布度について） 

第 5 回 記述統計３）測定値の変換（標準得点・偏差値について） 

第 6 回 記述統計４）２変数の関係（相関分析について） 

第 7 回 第６回のつづき）２変数の関係（クロス集計について） 

第 8 回 記述統計のまとめ・推測統計とは何か 

第 9 回 推測統計１）推測統計の基礎 

第10回 推測統計２）統計的検定の考え方(1)標本検定と母平均の差の検定について 

第11回 推測統計３）統計的検定の考え方(2)２つの平均値の差の検定について 

第12回 推測統計４）統計的検定の考え方(3)分散分析について 

第13回 推測統計５）統計的検定の考え方(4)相関係数の検定について 

第14回 推測統計６）統計的検定の考え方(5)クロス集計とカイ２乗検定について 

第15回 推測統計のまとめ・全体のまとめ 

第16回 定期試験 
 

到達目標  

心理学の研究や社会調査の実施において用いられている統計手法の基本を理解する。 

履修上の注意  

・この授業は H29 年度入学生にとっては｢心理学科専門科目｣となるが､社会調査士取得を目指す人間文化学科の学

生(17H 生)にとっても 3 年生以降で履修可能な実習科目の基礎となる科目にあたることを念頭に履修をしてほし

い。また､16H 生(以上)の学生は心理学系の教員の指導で卒業論文を執筆することを希望する場合には 2 年生ま

でにこの授業での単位取得が推奨されているので注意してほしい。 

・授業でいくつかの数式を紹介するが､数式そのものを憶える必要はなく､数式が何を意味しているかについて理解

してほしい。ただし､統計という性質上､｢計算｣という作業を完全には省けないため､基本的な計算の原則(四則計

算)は理解している前提で授業を展開する。計算そのものは電卓を使用すれば良いが、計算の原則を忘れている人

は中学校１年生で修得する程度の内容は自分で復習してから履修してほしい。 

予習復習  

予習よりは復習を重視してほしい。記述統計(第 2 回～第 7 回)では毎回､その日の授業内容に関する小テストを実

施する。翌週は前回の小テストの解説から授業を始める。小テストの解答が基準を満たさない学生には再提出課題

を渡すので､ノートや解説を基に復習してから課題を提出すること。推測統計(第 9 回～第 14 回)では講義内容が前

半に比べてはるかに難しくなるため､毎回の授業内容をその日のうちに復習し､それを次回への予習とすること。 

評価方法  

定期試験４割、平常点(小テストの成績､再提出課題の実施状況､研究への参加協力に対する意見･感想用紙の提出な

どから総合的に算出)６割で評価する。第１回の講義で､評価方法の詳細を説明する。 

テキスト  

テキストは指定しない。授業プリントを用意し、それに沿って授業を進める。参考書は授業中に紹介する。 

 


